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― 誰のための平和？ ―

　平和 ･ 共生 ･ 協調の理念は、すべての人の共通の普遍的な願いであるはずなのに、同じ理念を目指しながらも、一方は
他者の存在を必要とする立場から ｢対話｣ を選びますが、他方では同じ『平和』を理由にして、自己防衛のためにと
｢武力｣ を選択しています。「自分達の安心・安全」だけを平和と考え、これを守ろうとすることがエスカレートすると、更
に悪いことに「自分たちの平和」を守るための戦争は、自分たちには被害の及ばない他の場所を選んで行うようになります。

司教　　　　　　先唱者
「ぬちどぅ宝」　    何よりもいのちこそが尊いという黄金言葉。

一同　　　　　　先唱者
「ぬちどぅ宝」　　愛の源泉から与えられたいのちの尊重。
「ぬちどぅ宝」　　いのちの源に対する崇敬の念。
「ぬちどぅ宝」　　いのちを脅かすあらゆる暴力の否定。
「ぬちどぅ宝」　　あらゆる存在に対する感謝と喜び。
「ぬちどぅ宝」　　非武装の世界をもたらす力
「ぬちどぅ宝」　　相手が誰であれ大切に思う心。
「ぬちどぅ宝」　　暴力に対する非暴力の抵抗
「ぬちどぅ宝」　　戦場からの平和を求める叫び。
「ぬちどぅ宝」　　あらゆる軍備への拒絶の源泉。
「ぬちどぅ宝」　　不屈の平和希求の泉

先唱者　祈りだけでは実現できない、でも祈りなしには達成できない「ぬちどぅ宝」の世界

司　教　祈りましょう。

一　同　いのちの与え主なる父よ、いのちを愛おしむ良心の声「ぬちどぅ宝」が世界の合言葉になりますように。
　　　　いのちそのものを慈しむ「ぬちどぅ宝」が人類の黄金言葉となりますように。アーメン。

先唱者　　　　　　　　　　　 　　　　一同
沖縄の苦難と涙の結晶、　　　　　　「ぬちどぅ宝」
島人の生命も等しく、 　　　　　　　 「ぬちどぅ宝」
誰の命も唯ひとつの、 　　　　　　　 「ぬちどぅ宝」
あらゆる存在は、　　　　　　　　　 「ぬちどぅ宝」
けっして譲れない正しさ、　　　　　 「ぬちどぅ宝」
何よりもいのちにまさる大義なし、 　「ぬちどぅ宝」
立法の最高規範、　　　　　　　　　 「ぬちどぅ宝」
亡き者の願いは一つ、　　　　　　　　「ぬちどぅ宝」
自分の痛みよりも相手を思う心、　　「ぬちどぅ宝」
何よりもいのちを守る、　　　　　　「ぬちどぅ宝」
うまんちゅの願いは一つ、　　　　　「ぬちどぅ宝」

「ぬちどぅ宝」を
     人類の黄金言葉に！

魂魄の塔での司教メッセージ魂魄の塔での司教メッセージ2024年 沖縄慰霊の日2024年 沖縄慰霊の日

　　　　　　　　　　たから　　　　　なに　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　とうと　　　　　　　　　く が に く と ぅ ば

　　　　　　　　　　　　　　　　　　あい　　　いずみ　　　　　   あた 　　　　　　　　　　　　　　　　　　そんちょう

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 みなもと　  たい　               すうけい　       ねん

             　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おびや　　　　　　　　　　　　　ぼうりょく　　　ひてい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 そんざい　　　　　　　　　　かんしゃ　　よろこ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひ ぶ　そう　　　せ　かい　　　　　　　　　　　ちから

　　　　　　　　　　　　　　　　　　あい　て　　　だれ　　　　　　　　たいせつ　 　おも　　こころ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぼうりょく　　　　　　 　　　ひぼうりょく　　　ていこう

　　　　　　　　　　　　　　　　　　せんじょう　　　　　　　へい　わ　　　もと　　　　　さけ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐん　び　　　　　きょぜつ　　　げんせん

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ふ くつ　　　へい　わ　ききゅう　　いずみ

 おきなわ　　　くなん　　　なみだ　  けっしょう

しまんちゅ　　 いのち　　     ひと　　

だれ　　いのち　　ただ

                                     そんざい　　

                                     ゆず　　                   ただ

なに　　                                                                                    たい   ぎ

りっぽう　　   さい  こう   き  はん

   な　　    もの　　  ねが　　          ひと

                   

なに　　                                                         まも

                                                       ねが

いの　　             　　　　　　 じつげん　　　　　　　　　　　　　　　　いの　　

　　　　　　　　　　あた　　　ぬし　　　　　ちち　　　　　　　　　　　　　　いと　　　　　　 りょうしん　　こえ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　せ   かい  　　あい こと  ば

               　　　　　　　　　　　　　　いつく　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じんるい　　　く がに こと ば
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　　Reflecting on 2024 Okinawa Memorial Day we want to pray for all those who died in the war and for all those who 
suffered because of the war in Okinawa. Let us ask God’s grace, to give eternal rest to all who have died. Let us also honor 
the dead in a concrete way by committing ourselves to work actively for peace.   
In order for someone to understand the current situation in Okinawa, it is important that they first have some feeling for the 
heart of Okinawa which is best expressed by the Okinawan language.  Two very important words are: chimugurusa and 
chimuganasa. These words express a feeling of compassion and love for all living beings and for nature which is also consid-
ered to be “alive”. From deep within their being the Okinawan people can feel the pain of suffering humanity and of nature 
as their very own pain. This unique and deeply connected Okinawa heart is expressed in a culture that considers all “life” 
to be precious. Often times I wonder why, on the one hand, the Okinawan people can feel other people’s pain but then why 
others in turn do not seem to be able to feel the Okinawan peoples’ pain.  

　　In other words, the people of Okinawa are sensible of a deep connection not only with their ancestors and with their 
descendants but also to the sky, the land and the sea.  All are interconnected in a circle of life.  To disrupt the life flow in any 
part of this inter-connected network is to hurt all those who are so connected. The Okinawan people desire to live in peace 
and harmony with their neighbors, with nature and with others.  They want to care for all of Okinawa – the land, the sea, 
and the sky, which were handed down to them from their ancestors. They, in turn, want to hand down to their descendants 
an Okinawa which is both healed from the wounds of war and whole again. They want an Okinawa which can lovingly be 
cared for and which they themselves can control.           

　　When into such a harmonized interconnected web of life are introduced elements which are hostile to these basic 
beliefs, spiritual pain is experienced by all the members of society: feelings of disconnectedness, feelings of depression, and 
persistent feelings of having salt rubbed into an open wound.  When someone cannot perceive these pains, then they will 
casually begin by asking why there always seems to be so many difficulties in Okinawa. The question emerges from a false 
premise. The first question to ask is whether or not you feel that you are part of the web of life; whether or not you are 
connected to the Okinawan heart. If you are connected, then you already know the answer to this question because you 
yourselves would not want to experience in your own neighborhood what the Okinawan people have had to endure for well 
over three-quarters of a century.  You would not want to be in constant pain; you would want your human rights, the ecolog-
ical environment of Okinawa, and your cultural beliefs to be protected.     

　　The Okinawan people want what other free people around the world want.  They want control of their own sky, land 
and sea to be returned.  They want good educational institutions for their children.  They want good jobs here in Okinawa 
for their children so that families can stay together.  They want good health care and services for the sick and the elderly.  
They want to live free of the fear that they will once again be used as a battlefield in a war between other counties. They 
want to be free to be Okinawan, to speak their own language and to be proud of their culture.  They want to be treated fairly 
and not be subject to discrimination anywhere in Japan. They want to be listened to and to be able to make their own 
decisions about their future without outside coercion or force. All of these rights are reasonable and are sought after by 
people of all nationalities for themselves. It is only reasonable that the Okinawans themselves would want these same rights.   
   
　　Let us remember the battle of Okinawa and pray for all who have died.  But let us also commit ourselves to work for a 
peaceful future; a future without war. One of the best ways we can honor all those who died in the war, is to engrave on our 
hearts forever the words of Pope Francis, “War never again! Never again war!”     

“War Never Again! Never Again War!”  (Pope Francis)

Bishop Wayne
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日本カトリック正義と平和協議会

声明文「沖縄慰霊の日にあたり」 　 2024 年 6 月 23 日  

　1 年前の今日、６月 23 日、私たち日本カトリック正義と平和協議会は、魂魄の塔（沖縄県糸満市）の前で「戦争の
引き金となるあらゆる軍拡競争、核兵器の開発と保有に反対し、日本政府に向け、南西諸島を危険に陥れる長射程ミサ
イル配備を、直ちに中止すること」を求め、その実現を祈りました。 あれから１年が経ちました。「新しい戦前」とい
う言葉が示すように、日本では軍拡がさらに進み、戦争はますます現実的な危機となっています。国内防衛費は 2024 年、
歳出予算で８兆円近くにのぼり、3 月には殺傷兵器である次期戦闘機の輸出も解禁されました。1 月 9 日、戦前の国家
神道と密接なかかわりをもつ「靖国神社」に自衛隊員が集団で参拝し、自衛隊員が戦争で国家の犠牲になることを美化
する道が新たに敷かれ始めたのではないかと懸念されます。 
　沖縄、南西諸島では対中国防衛の最前線として、過去最大規模といわれる米国参加の軍事演習が繰り返されており、
2025 年には中国本土に届く長射程ミサイルが配備されることが予測されています。長射程ミサイル配備は中国との緊
張状態を一層高めるだけであり、破綻すれば沖縄、南西諸島は戦場となってしまいます。その時、真っ先に犠牲になる
のは、島々の住民、そしてそこに配備された自衛隊員とその家族に他なりません。 
　しかしながら、現代世界はすでに最悪と言ってよい事態に陥っていることが、イスラエルによるパレスチナ無差別虐
殺から明らかです。パレスチナでの昨年 10 月以降の死者数は 4 万人とも推定され、その多くが乳幼児を含む子どもで
あるとも報告されています。日本政府は先の国連総会でパレスチナの国連正式加盟を支持したものの、イスラエルに対
して、パレスチナ攻撃に使用されかねない武器を含むさまざまな取引を今なお継続しており、パレスチナ攻撃を一刻も
早く止めるために力を尽くしているとは、到底言えません。 私たち日本カトリック正義と平和協議会は、沖縄慰霊の
日にあたり、先の大戦における沖縄地上戦の犠牲者の方々に深く哀悼を捧げ、世界のどこにおいても、再びこのような
ことが繰り返されないために、日本政府には、あらためて日本国憲法前文、および第９条の厳格な遵守を求めます。 
　日本政府は「全世界の国民が、ひとしく恐怖と欠乏から免かれ、平和のうちに生存する権利を有することを確認」し
た国の政府として、「専制と隷従、圧迫と偏狭を地上から永遠に除去する」ために、率先して働かなければなりません。「国
際紛争の解決の手段としての戦争を放棄し、軍事力の保持を認めない」憲法９条においては、ミサイル配備も、軍事演
習も、「新しい戦前」も、武器取引も、断じて許されるものではないのです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   日本カトリック正義と平和協議会 
会長 ウェイン・バーント　担当司教　エドガル・ガクタン 　　協議会一同 

2024年6・23平和巡礼
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私
た
ち
は
、
三
位
一
体
で
あ
る
神
の
御

名
に
よ
っ
て
洗
礼
を
受
け
る
事
が
出
来
ま

し
た
。
受
洗
し
た
時
か
ら
、
私
た
ち
は
聖

霊
に
も
満
た
さ
れ
ま
し
た
。
と
り
わ
け
、

堅
信
の
秘
跡
を
受
け
た
際
、
私
た
ち
は
聖

霊
の
七
つ
の
賜
物
や
十
二
の
実
を
い
た
だ

き
、
復
活
の
イ
エ
ス
様
の
証
人
と
な
り
、

信
仰
生
活
を
生
き
生
き
と
元
気
に
喜
び
の

内
に
送
る
事
が
で
き
ま
す
。

　

さ
て
、
聖
霊
の
七
つ
の
賜
物
（
イ
ザ
ヤ

十
一・２
～
４
参
照
）
は
、
す
な
わ
ち
、
上

智
（
知
恵
）、聡
明
（
理
解
）、賢
慮
（
判
断
）、

剛
毅
（
勇
気
）、
知
識
（
神
を
知
る
）、
孝

愛（
神
を
愛
す
）、畏
敬（
神
を
敬
う
心
）

で
す
。
具
体
的
に
言
え
ば
、
上
智
（
知

恵
）
と
は
、
恐
怖
を
克
服
し
て
信
仰

を
全
う
す
る
た
め
の
覚
悟
を
持
た
せ
、

主
の
こ
と
を
重
ん
じ
味
わ
せ
る
恵
み

で
す
。
聡
明
（
理
解
）
と
は
、
こ
の
世

界
に
お
い
て
神
の
働
き
を
認
識
さ
せ
、

神
の
教
え
を
悟
ら
せ
、
こ
れ
を
心
に
浸

み
込
ま
せ
る
恵
み
で
す
。
賢
慮（
判
断
）

と
は
、
キ
リ
ス
ト
者
と
し
て
の
正
し
い

生
き
方
を
理
解
で
き
、
主
の
み
栄
え

と
自
分
の
救
霊
と
の
た
め
に
な
る
事

を
選
ば
せ
る
恵
み
で
す
。
剛
毅（
勇
気
）

と
は
、
恐
怖
を
克
服
し
て
信
仰
を
全

う
す
る
た
め
の
覚
悟
を
持
た
せ
、
救

霊
の
妨
げ
と
な
る
も

の
に
打
ち
克
た
せ
る

恵
み
で
す
。知
識（
神

を
知
る
）
と
は
、
神

の
言
葉
を
知
り
、
主

の
御
旨
に
従
っ
て
世

の
中
の
物
事
を
悟
ら

せ
、
こ
れ
を
用
い
さ
せ
る
恵
み
で
す
。
孝

愛
（
神
を
愛
す
）
と
は
、
神
に
対
す
る
深

い
崇
拝
の
念
や
教
会
に
対
す
る
深
い
崇
敬

の
念
を
抱
か
せ
、
孝
子
の
心
を
持
っ
て
楽

し
く
主
に
仕
え
さ
せ
る
恵
み
で
す
。
畏
敬

（
神
を
敬
う
心
）
と
は
、
神
の
偉
大
さ
や
崇

高
さ
に
つ
い
て
畏
怖
の
念
を
抱
か
せ
、
主

を
敬
わ
せ
、
そ
の
御
旨
に
逆
ら
う
こ
と
を

畏
れ
さ
せ
る
恵
み
で
す
。

  

続
い
て
、
聖
霊
の
十
二
の
実
（
ガ
ラ
テ
ヤ

五
・
22
～
23
参
照
）
は
、
愛
、
喜
び
、
平

和
、
忍
耐
、
寛
容
、
善
意
、
親
切
、
柔
和
、

誠
実
、
謙
遜
、
節
制
、
貞
潔
で
す
。
た
だ
、

見
え
な
い
神
を
開
示
す
る
聖
霊
は
、
神
の

御
言
葉
で
あ
る
キ
リ
ス
ト
を
私
た
ち
に
知

ら
せ
ま
す
。
そ
し
て
「
神
の
霊
以
外
に
神

の
思
い
を
知
る
者
は
い
ま
せ
ん
」（
一
コ
リ

ン
ト
二
・
11
）。
私
た
ち
に
す
べ
て
の
こ
と

を
知
ら
せ
る
真
理
の
霊
は
「
ご
自
身
の
こ

と
に
つ
い
て
は
話
さ
れ
ま
せ
ん
」（
ヨ
ハ
ネ

十
六
・
13
参
照
）。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

『
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
カ
テ
キ
ズ
ム
』(

Ｃ

Ｃ
Ｃ
６
８
８
番)

が
教
え
て
い
る
よ
う
に
、

「
伝
え
ら
れ
た
使
徒
た
ち
の
信
仰
の
交
わ
り

を
生
き
て
い
る
教
会
を
通
じ
て
、
私
た
ち

は
聖
霊
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

す
な
わ
ち
、

―
聖
霊
の
霊
感
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
聖
書
、

―
教
会
の
教
父
た
ち
が
つ
ね
に
証
し
し
て　

　
い
る
聖
伝
、

―
聖
霊
に
支
え
ら
れ
て
い
る
教
会
の
教
導
権
、

―
聖
霊
が
こ
と
ば
と
し
る
し
と
に
よ
っ
て

私
た
ち
を
キ
リ
ス
ト
に
交
わ
ら
せ
る
、

秘
跡
の
典
礼
、

―
聖
霊
が
わ
た
し
た
ち
の
た
め
に
執
り
成

し
て
く
だ
さ
る
祈
り
、

―
教
会
を
築
く
カ
リ
ス
マ
と
種
々
の
奉
仕
、

―
使
徒
的
、
宣
教
的
生
活
の
さ
ま
ざ
ま
な

し
る
し
、

―
聖
霊
が
ご
自
分
の
聖
性
を
現
わ
し
、
救

い
の
わ
ざ
を
続
け
ら
れ
る
聖
人
た
ち
の

証
し
、
を
通
し
て
で
す
。」

　

最
後
に
、
私
た
ち
は
、
日
々
信
仰
生
活

の
中
、
復
活
さ
れ
た
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト

の
証
人
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に
お
い

て
も
聖
霊
に
よ
る
賜
物
や
実
を
活
か
し
て

参
り
ま
し
ょ
う
。

マイケル・ヴィン神父
名護教会　主任司祭

聖 霊 に よ る 恵 み を 活 か し て

LIVE OUT THE HOLY SPIRIT’S CHARISMS
　　Our baptism in the name of the Holy Triune God initiates our journey with the Holy Spirit. Yet, the Sacrament 
of Confirmation holds a profound significance in this journey. This sacrament is pivotal when we are endowed with 
seven gifts and twelve fruits of the Holy Spirit. These gifts and fruits empower us to become living witnesses of the 
resurrected Lord Jesus, enabling us to live out our faith with effectiveness and joy. 
　　Concretely, the seven gifts of the Holy Spirit are wisdom, understanding, counsel, fortitude, knowledge, piety, 
and fear of God (cf. Is 11:2–4), and the twelve fruits of the Holy Spirit are charity (love), joy, peace, patience, kindness, 
goodness, generosity, gentleness, faithfulness, modesty, self-control, and chastity (cf. Gal 5:22–23). Henceforth, the Holy 
Spirit, who discloses the invisible God, makes known to us Christ, his Word, and "no one comprehends the thoughts of 
God except the Spirit of God" (1Cor 2:11). The Spirit of truth who unveils everything to us "will not speak on his own" 
(cf. Jn 16:13); nonetheless, the Catechism of the Catholic Church (CCC) ascertains that the Church, a communion living 
in the faith of the apostles which she transmits, is the place where we know the Holy Spirit: 

- in the Scriptures he inspired; 
- in the Tradition, to which the Church Fathers are always timely witnesses; 
- in the Church’s Magisterium, which he assists; 
- in the sacramental liturgy, through its words and symbols, in which the Holy Spirit puts us into communion with 

Christ; 
- in prayer, wherein he intercedes for us; 
- in the charisms and ministries by which the Church is elevated; 
- in the signs of apostolic and missionary life; 
- in the witness of saints through whom he manifests his holiness and continues the work of salvation. (CCC no.688) 
Having delved into the multiple aspects of the gifts, fruits, and the work of the Holy Spirit, let us actively use these 

Spirit-given graces to live out faith daily in various fields, bearing witness to the risen Lord Jesus Christ. 
 Fr. Michael VINH, Pastor of Nago Catholic Church
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1．報告及び連絡事項

・前回（5月会議）の報告を新田が行い、承認された。　
・出張、休暇、研修等の不在予定

  －5/14～6/14、デニス神父、休暇でインドへ。

  －6/3～7、教区司教、司祭、3教区合同黙想会のため大分へ。

  －6/3～7/5、サニー神父、3教区合同黙想会参加後、休暇。

  －6/24～7/26、フランシス神父、休暇でベトナムへ。

  －7/2～8/2、ヨアキム神父、休暇でベトナムへ。

・マイケル神父から教区におけるシノドスの集いの報告が行われた。4ページにまとめられた報告書が各司祭たち

に配られ、読み合わせて、分かち合った。司祭たちには各小教区で信徒の皆さんにも分かち合って、シノドスの

呼び掛けに応えられるよう継続的な取り組が要請された。

・ その他、現在使われていない教区の土地について、譲渡を含めた活用が検討されていることがウェイン司教から

報告された。また、国内の司教に属していない司祭に対する公的なミサを司式する許可は、司教の専権事項であ

るので、他所、特に海外から来て小教区での公のミサを執行する場合は、主任ではなく司教に許可を得るよう注

意が促された。私的なミサ執行のためには、主任司祭の判断で聖堂を使う許可を与えてよい。

・マーシーさんからカリタス沖縄の活動について、小禄教会と首里教会を訪問して写真展を行ったことや今後与那原

での開催予定、また文化センターにおける傾聴カフェの日程などが報告された。

・サマーキャンプについて、担当のブイ神父から要綱（7ページ参照）が配られ、説明がなされ、各主任司祭に対して、

子どもたちの積極的な参加を促すよう、協力が求められた。

2．審議事項

・  6・23巡礼は例年通りに小禄教会での朝6時に平和祈念ミサを捧げてからスタートとする。ミサ後は小禄教会で

軽食の用意がある。各小教区の主任司祭たちは、主日のミサの司式を優先しつつ、教区として慰霊の日の祈願文

を用意しているので、ミサで活用されたい。また、可能な限り魂魄の塔で行われる慰霊および平和祈願の集いに

も出席して欲しい旨ウェイン司教から要請があった。巡礼の先導は津波古事務局長と新田さんが役割分担して当

たり、魂魄の塔での集いは、教区平和委員会が主導して集会が行われることも合わせて報告された。

・2025年の聖年について、ヨアキム神父から報告が行われた。実行委員にマキシム神父とボスコ神父を選任して

取り組むことが了承され。聖年の期間中の行事や全免償の条件等については、日本司教団の取り決めに合わせて、

今後ウェイン司教と協議の上で検討してゆくことが決められた。また、聖年の期間中、ワールドユースデー ソ

ウル大会の開催も予定されているので、青年たちの派遣参加も合わせて検討してゆくことが了承された。

・ウェイン司教から、シノドスに関連してのグレッグ事務局長からの書簡が全教会宛に出ており、中央協議会の

HPから日本語でも読むことができるので、活用されるよう要請が行われた。

・10月16～20日にかけて行われる CINAP韓国の平和フォーラム（若者の集い）に、沖縄からの参加を要望する案

内が来ていることがウェイン司教から紹介された。

・マーシーさんから6月の司教予定について報告があった。6/15ローランド神父追悼ミサ、小禄教会。6/16泡瀬教

会公式訪問。6/21正平協定例会、東京。6/23沖縄慰霊の日。6/30普天間教会公式訪問。

・次回7月の司祭会議は、7月2日（火）10時より、安里・教区センターで行われる。

2024年6月19日　承認：ウェイン・フランシス・バーント司教　記録：新田 選

2024年6月拡大司祭・助祭会議議事録

開催日時：2024年6月11日（火）10:00～12:00　於・開南教会ホール。

ウェイン司教が初めの祈りを行って開式された。司会はマキシム神父が担当。
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今
年
も
慰
霊
の
日
を
迎
え
る
。
沖

縄
戦
で
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
多
く

の
戦
没
者
の
方
々
へ
心
か
ら
哀
悼
の

念
を
込
め
て
黙
祷
を
捧
げ
た
。
平
和

の
礎
に
は
、
沖
縄
県
民
だ
け
で
は
な

く
他
府
県
の
方
々
、
外
国
の
方
々
の

名
前
が
刻
ま
れ
て
い
て
心
が
痛
む
。

二
度
と
戦
争
を
し
て
は
い
け
な
い
と

皆
が
思
っ
て
い
る
筈
な
の
に
最
近
の

世
界
情
勢
を
み
る
と
、
ロ
シ
ア
と
ウ

ク
ラ
イ
ナ
、
イ
ス
ラ
エ
ル
と
ガ
ザ
地

区
、
そ
し
て
各
地
で
紛
争
や
戦
争
が

起
き
て
い
る
。

　

人
は
な
ぜ
戦
争
を
す
る
の
だ
ろ
う

か
。
破
壊
さ
れ
た
住
宅
、
病
院
や
学

校
、
恐
怖
で
泣
き
叫
ぶ
人
々
、
子
ど

も
た
ち
の
姿
が
連
日
ニ
ュ
ー
ス
で
報

道
さ
れ
て
い
る
が
、
な
か
な
か
終
わ

る
事
が
な
い
。
小
学
校
の
低
学
年
の

頃
、
慰
霊
の
日
が
近
づ
く
と
、
先
生

が
よ
く
戦
争
中
の
体
験
を
語
っ
て
く

だ
さ
っ
た
。
先
生
が
小
学
校
三
年
く

ら
い
の
頃
、
食
料
を
捜
す
た
め
に
真

っ
暗
な
山
原
の
道
を
歩
い
て
い
る
と
、

米
兵
の
ジ
ー
プ
に
出
会
っ
て
し
ま
っ

た
。
少
年
だ
っ
た
先
生
は
殺
さ
れ
る

と
思
い
怖
い
気
持
ち
で
逃
げ
る
に
逃

げ
ら
れ
な
い
状
態
だ
っ
た
ら
し
い
。

　

と
こ
ろ
が
、
ジ
ー
プ
か
ら
二
人
の

米
兵
が
降
り
て
き
て
紙
袋
に
缶
詰
を

二
個
入
れ
、
手
に
持
た
せ
て
く
れ
た

と
い
う
。
そ
れ
で
も
先
生
は
怖
く
て

夢
中
で
夜
道
を
走
り
、
家
族
の
い
る

壕
の
中
に
逃
げ
帰
り
、
も
ら
っ
た
缶

詰
を
弟
と
二
人
で
食
べ
た
と
い
う
。

し
か
し
、
敵
で
あ
る
は
ず
の
米
兵
に

助
け
て
も
ら
い
、
味
方
で
あ
る
は
ず

の
日
本
軍
の
兵
隊
か
ら
、
寝
起
き
し

て
い
た
壕
か
ら
追
い
出
さ
れ
、
ど
っ

ち
が
味
方
で
敵
だ
か
わ
か
ら
な
か
っ

た
。
こ
の
よ
う
に
、
戦
争
と
は
人
が

人
で
な
く
な
る
事
な
ん
だ
と
平
和
の

尊
さ
を
話
し
て
く
だ
さ
っ
た
。

　

当
時
の
教
員
は
、
将
来
の
沖
縄
の

子
ど
も
達
の
未
来
を
平
和
で
明
る
い

基
地
の
な
い
島
に
し
た
い
と
夢
見
て

本
土
復
帰
に
力
を
注
い
で
い
た
。
基

地
の
な
い
沖
縄
に
な
る
と
信
じ
、
よ

く
復
帰
運
動
の
デ
モ
行
進
が
あ
っ
た

こ
と
を
覚
え
て
い
る
。
あ
る
日
、
担

任
の
先
生
か
ら
「
明
日
は
先
生
達
は

毒
ガ
ス
撤
去
の
集
会
に
参
加
す
る
の

で
皆
さ
ん
は
お
家
で
自
習
し
て
く
だ

さ
い
。
学
校
は
お
休
み
で
す
」。
幼
く

て
何
も
知
ら
な
い
私
た
ち
生
徒
は
「
わ

ー
い
！
明
日
は
休
み
っ
て
よ
。
何
し

て
遊
ぼ
う
か
」
と
喜
ん
で
い
た
。「
先

生
た
ち
は
毒
ガ
ス
撤
去
の
集
ま
り
に

行
く
っ
て
」。
毒
ガ
ス
が
何
な
の
か
も

知
ら
な
い
子
ど
も
だ
っ
た
ん
だ
と
、

今
思
え
ば
ゾ
ッ
と
す
る
。

　

そ
し
て
、
私
が
小
学
校
五
年
生
の

時
に
日
本
復
帰
に
な
っ
た
。
今
ま
で

慣
れ
親
し
ん
で
使
っ
て
い
た
ド
ル
の

一
セ
ン
ト
や
五
セ
ン
ト
十
セ
ン
ト
と

も
お
別
れ
と
な
っ
た
。
一
セ
ン
ト
で

駄
菓
子
屋
で
お
菓
子
を
買
っ
た
り
、

く
じ
引
き
が
で
き
た
が
、
復
帰
に
よ

り
円
に
替
わ
り
、
一
セ
ン
マ
チ
屋
も

姿
を
消
し
淋
し
か
っ
た
事
が
思
い
出

さ
れ
る
。

　

し
か
し
、
復
帰
を
強
く
熱
望
し
て

い
た
指
導
者
た
ち
の
願
い
は
虚
し
く
、

基
地
は
残
り
基
地
の
無
い
島
と
い
う

夢
は
消
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

　

そ
し
て
、
日
本
に
な
っ
た
の
だ
か

ら
日
本
と
同
じ
よ
う
に
な
ら
な
け
れ

ば
い
け
な
い
と
い
う
事
で
、
自
動
車
の

右
側
交
通
も
左
側
交
通
へ
と
変
え
ら

れ
た
。
全
国
か
ら
警
官
が
動
員
さ
れ
た

い
わ
ゆ
る
〈
7
3
0
〉
だ
。
日
本
と
同

じ
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
れ

ば
、
基
地
も
同
じ
よ
う
に
全
国
で
負
担

し
、
軍
事
装
備
も
危
険
度
も
同
じ
よ
う

に
し
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
の
か
と
、

大
き
な
矛
盾
を
感
じ
る
。

　

最
近
で
は
台
湾
有
事
と
い
う
事
で

沖
縄
の
離
島
、
宮
古
、
石
垣
、
与
那

国
島
と
南
西
諸
島
の
島
々
に
基
地
強

化
、軍
備
装
備
が
進
ん
で
い
る
。
再
び
、

沖
縄
を
地
上
戦
に
す
る
計
画
な
の
だ

ろ
う
か
。
台
湾
に
近
い
と
い
う
地
理

的
条
件
だ
け
で
な
く
、
日
本
の
首
都

圏
に
被
害
が
及
ば
ぬ
よ
う
遠
く
地
方

の
島
々
に
集
中
し
て
戦
場
を
提
供
し

よ
う
と
考
え
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。

そ
こ
に
生
活
し
て
い
る
人
間
の
命
は

軽
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
平
凡
な
日
常

生
活
、
平
和
な
生
活
を
望
ん
で
い
る

人
々
に
対
す
る
尊
厳
は
あ
る
の
だ
ろ

う
か
等
と
思
っ
て
し
ま
う
。

　

そ
ん
な
時
ふ
と
手
元
に
あ
る
聖
書

を
開
い
て
見
た
。
申
命
記
五
章「
十
戒
」

で
あ
る
。
モ
ー
セ
が
神
か
ら
賜
っ
た

十
の
掟
。
そ
の
中
の
六
は
「
殺
し
て

は
な
ら
な
な
い
」。
言
っ
て
み
れ
ば
、

戦
争
は
大
量
殺
人
で
あ
る
。
十
は
「
隣

人
の
持
ち
物
を
一
切
欲
し
が
っ
て
は

い
け
な
い
」。
こ
れ
は
、
他
国
の
領
土
、

海
域
資
源
を
欲
し
が
る
現
代
の
状
況

と
思
わ
れ
る
。
欲
望
か
ら
戦
争
が
起

こ
り
、
止
め
ど
な
く
広
が
っ
て
い
く

と
思
っ
た
り
す
る
。
何
千
年
前
に
書

か
れ
た
掟
が
、
現
代
の
社
会
に
も
当

て
は
ま
り
変
わ
ら
な
い
と
い
う
事
な

の
だ
ろ
う
か
と
考
え
て
し
ま
っ
た
。

　

神
様
の
掟
を
守
り
続
け
て
い
け
る

よ
う
祈
る
道
を
歩
き
た
い
。
そ
し
て
、

今
は
亡
き
先
人
達
が
、
沖
縄
の
平
和

を
勝
ち
取
る
べ
く
歩
み
続
け
た
よ
う

に
、
沖
縄
の
子
ど
も
達
の
命
を
守
り
、

未
来
を
守
っ
て
い
く
た
め
に
言
う
べ

き
こ
と
は
言
い
、
諦
め
な
い
で
生
き

て
行
き
た
い
。

た
て
軸
よ
こ
軸

 

「
慰
霊
の
日
」
に
思
う 

宮
古
島
平
良
教
会　

仲
宗
根
　
直
子

NPO法人ぶどう園の会

訪問看護ステーション クララ

TEL&FAX：098-937-5001
住所　沖縄市泡瀬2丁目37-15
・基本受付　月曜日～金曜日（申込、相談など）

・営業時間　8：30～17：30
・営 業 日　24時間365日（緊急対応含む）

一
日
黙
想
会
へ
の
ご
案
内

聖マリアの汚れなき御心のフランシスコ姉妹会

電話：098-945-2354　098-945-8649

月7

※持参するもの　聖書・弁当・飲み物・会費500円

講　師：クレーバー デソーザ神父

テーマ：　聖書に親しむ

日　時：2024年7月13日（土）受付　9時30分
　　　　 　  10:00～11:00 講話
　　　　 　  12:00～12:50 昼食
                 13:00～14:00 ミサ
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第 55 回（2024 年）サマーキャンプのお知らせ
テーマ：『祈り・・・未来に向かって』Praying for our tomorrow 

日　程 (Schedule)

★小学生（小学生３～６年生）：８月２日（金）～ ８月４日（日）(Elementary: August ２- ４)
　　受付（Opening）：13:00 ～ / 解散（Closing）：12:00
★中学 / 高校生：8 月９日（金）～ 8 月 11 日（日）(Junior/Senior High: Aug. ９-11)
　　受付（Opening）：13:00 ～ / 解散（Closing）：12:00

場　所 (Place)　 那覇教区ミッションビーチ　（恩納村）(Mission Beach)

参加資格 (Participants)

　　  カトリックの洗礼を受けていること（原則、初聖体を終えていること）
　      (Received the Sacrament of Baptism; Received the First Communion)
参加費 (Participating Fee)

　　小学生：(Grade School) 1,000 円　　中高生：(Junior & Senior High)1,500 円　　　
　　　　   ＊参加費はお返しできませんのでご了承ください。
　　　　   (Once the registration form is received the participating fee cannot be returned)

申込み期間 (Registration Period)　

　　2024 年 7 月 20 日（土）* 締め切り厳守　 
　　2024 July 20 (deadline of submission)

お問い合わせ先 (For Inquiry)

　　ヨセフ・ブイ神父 (Summer Camp Priest In-Charge: Fr. Joseph. BUI ) 
　　  Cel. 080-3995-1909（携帯）

７月 15 日（月）ヘルパー研修会（安里教会）１０時～
　　July 15th Helpers training, Asato Catholic Church, from 10AM
7 月 28 日（日）: 大掃除　13 時から～ ( 現地集合でお願いします )　
　　July 28th General cleaning will be started from 1PM

※参加申込書に必要事項を記入の上、所属教会主任司祭にご提出ください。

※当日朝、体温測定を行っていただき、体調に不安がある方は、参加を御遠慮くださいますようお願いいたします。

※黙想の家までの送迎については各小教区単位で対応することになりました。

主任司祭へお願い　（サマーキャンプへの参加、ヘルパーとしての協力を呼びかけてください）
　今年もサマーキャンプを迎える時節となりました。今年は感染予防対策をとった上で２泊３の日程で実施するこ

とに致しました。子供達が普段会うことのできない他教会の仲間達と出会い、活動する中で絆を深め、喜びの中で

神様について学ぶ良い機会です。大勢の子供達の参加で、有益な体験となることでしょう。ふるってご参加くださ

い。サマーキャンプに参加する子供達の安全と指導、助けとなるヘルパーの皆様の御協力を必要としています。経験・

未経験に関わらずご応募いただき、実り多いサマーキャンプとなりますよう、御協力宜しくお願い致します。

ブイ神父の LINE
QRコード
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　私たちは故人とご遺族の意向

を最優先に考えます。何でもご

相談下さい。

那覇市首里鳥堀町4-57-3

TEL&FAX:098-885-8205

http://w1.nirai.ne.jp/yasurai

E-mail:yasurai@nirai.ne.jp

♦安里教会
　　アントニオ　具志堅　孝　様
　　　　　　　　　   2024年6月6日帰天　享年71歳 

♦開南教会
　　エリザベト　比嘉　滝子　様
　　　　　　　　　 2024年6月14日帰天　享年87歳

♦聖マリアの汚れなき御心のフランシスコ姉妹会
　　シスターフランシスカ　漢那　孝子　様
　　　　　　　　　 2024年6月23日帰天　享年90歳

訃　報

司
教
様
公
式
訪
問

名
護
教
会

　

去
る
五
月
十
二
日
（
日
）
は
司
教
様

公
式
訪
問
の
日
で
し
た
。
ミ
サ
の
中
で

堅
信
式
が
行
わ
れ
、
二
人
の
子
ど
も
が

司
教
様
か
ら
堅
信
を
受
け
ま
し
た
。

　

マ
イ
ケ
ル
神
父
様
が
丁
寧
に
教
え
導

い
て
く
だ
さ
り
、
無
事
に
こ
の
日
を
迎
え

ら
れ
た
こ
と
は
、
信
徒
一
同
に
と
っ
て

も
大
き
な
喜
び
と
な
り
ま
し
た
。
ミ
サ

後
は
、
司
教
様
を
囲
ん
で
一
品
持
ち
寄

り
の
祝
賀
会
を
行
い
、
堅
信
を
受
け
た

子
ど
も
の
空
手
の
披
露
、
受
堅
者
と
家

族
み
ん
な
で
の
合
唱
、
神
父
様
の
ギ
タ
ー

で
、
司
教
様
の
お
誕
生
日
を
祝
っ
て
ハ
ッ

ピ
ー
バ
ー
ス
デ
ー
の
歌
を
全
員
で
歌
い
、

ま
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
信
徒
た
ち
の
歌
な

ど
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

堅
信
の
恵
み
を
い
た
だ
い
た
子
ど
も

た
ち
と
と
も
に
ミ
サ
に
あ
ず
か
り
、
喜

び
を
感
じ
な
が
ら
、
も
っ
と
た
く
さ
ん

の
子
ど
も
た
ち
が
教
会
に
く
る
た
め
に
、

こ
れ
か
ら
何
が
で
き
る
の
か
、
何
を
す

る
べ
き
な
の
か
、
マ
イ
ケ
ル
神
父
様
と

と
も
に
、
み
ん
な
で
知
恵
を
出
し
合
い
、

実
行
し
て
い
か
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
し

た
。
祈
り
続
け
な
が
ら
、
諦
め
ず
に
道
を

探
し
て
い
き
た
い
で
す
。（
渡
慶
次
純
栄
）

初
聖
体

宮
古
島
平
良
教
会

　

六
月
二
日
の
『
キ
リ
ス
ト
の
聖
体
』

の
祭
日
に
当
教
会
で
は
、
五
人
の
子
ど

も
た
ち
が
初
聖
体
の
お
恵
み
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

ベ
ロ
ニ
カ　
　
　

神
保 

穂
香
（
ほ
の
か
）

マ
ザ
ー
テ
レ
サ　

神
保 

文
香
（
あ
や
か
）

フ
ラ
ン
シ
ス
か　

神
保 

智
花

フ
ラ
ン
ス
ス
カ　

小
寺 

里
奈

エ
ラ
ス
ム
ス　
　

石
垣 

信
汰
郎

　

五
人
は
、
毎
日
曜
日
、
早
く
教
会
に

来
て
、
ミ
サ
の
前
に
勉
強
し
て
、
こ
の

日
を
迎
え
ま
し
た
。
五
人
の
こ
れ
か
ら

の
信
仰
生
活
が
、
神
さ
ま
の
お
恵
み
に

満
た
さ
れ
ま
す
よ
う
に
。
神
に
感
謝
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
北
脇 

皇
通
信
員
）

石
川
教
会
（
成
人
洗
礼
・
復
活
徹
夜
祭
）

　二
〇
二
四
年
三
月
三
十
日

　マ
キ
シ
ミ
リ
ア
ノ
・
マ
リ
ア
・
コ
ル
ベ

　
　
　
　
　
　
　
　池
田

　健
児

名
護
教
会
（
司
教
訪
問
に
て
）

　二
〇
二
四
年
五
月
十
二
日

　
　洗
礼
者
ヨ
ハ
ネ

　

　
　
　
　
　
　
　
　比
嘉

　悠
月

　
　ロ
ヨ
ラ
の
イ
グ
ナ
チ
オ

　

　
　
　
　
　
　
　
　比
嘉
海
空
虹

普
天
間
教
会

　二
〇
二
四
年
六
月
二
日

　

　
　
　
　
　
　
　
　川
村

　泰
生

　

洗
礼
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

初
聖
体
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

那覇教区子どもと
女性の権利を擁護するデスク

相談窓口
☎098-863-2020

火・水・木

13：00～17：00


